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は一つ」方式の教育を変革する契機として、こ
れは諦めてはいけないことだと考えています。
それから、大学教育そのものの改革として、考
え抜く力を養うこと。これは、特別な授業を用
意するだけでは果たせないと思っています。そ
うではなく、一つの教育プログラム、特に学部
のカリキュラム、この中でそれを担う教員一人
ひとりが、自分に課せられた役割をしっかりと
自覚して、その教育プログラム全体を回してい
くという、そういう協働が前提になると思いま
す。学生が社会に出ていく最後の教育機関とし
ての責任を自覚して、学生の中における理解の
熟成を待つ勇気を持ちたいと思います。我々が
授業のときにどうしても喋ってしまいますので、
これは学生に「喋るな」と言っているようなも
のです。問いかけて学生から答えが出るまで待
つ勇気を持ちたいと思います。
　あとは、高大接続の連携ですが、やはり高校
と大学が、これからの時代を生きていく学生に
必要な能力をお互いに共有して、なんとか連携
プレーをしていきたいと思っています。その前
提としては、大学側が学生の成長の到達目標を
きちんと見据えたアドミッションポリシーを提
示することです。大学入試というのは、一つの
コミュニケーションだと思います。やはりそこ
を通じて、高校と大学がどういう人材を欲しい
と思っているのか、大学入試を挟んでコミュ
ニケーションがなされているのだと思いますが、
これからは、もっと直接に高校と大学がきちん
と連携することも、模索をしたいと思います。
以上、この点を述べ、終わりにします。あり
がとうございました。

